
2 津波の特性と津波による被害（13:40‐14:40）

2.1 福島以南の地域（佐藤／東大）
2.2 仙台平野・石巻地域（柴山／早稲田大）
2.3 三陸地域（佐々木／横浜国大）
2.4 海岸・港湾構造物被害の発生状況

（富田／港空研、諏訪／国総研）

東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ
による調査結果を適宜紹介



海溝型地震による津波

数百km

プレート

断層の動き

L

h たかだか
4km

100/1/ ≈Lh

長波
深海 大きな水圧×地盤変位

水は左右に
逃げ切れないので
津波となって伝播する

ハワイ 日本



明治三陸津波
1896年6月15日
20時頃
M8.2～8.5
（津波地震）

昭和三陸津波
1933年3月3日
M8.1
2時30分

慶長三陸津波
1611年

チリ地震津波
1960年5月24日

地震調査委員会の図
に加筆



気象庁作成



5.3m東へ
1.2m沈下

国土地理院HPより



阿部・菅野・千釜（1990）
Minoura・Nakaya(1991)

佐竹・行谷・山木
（2008）

貞観津波（869）

・「日本三代実録」
・津波堆積物
約1000年に一度



気象庁作成
の図に加筆

千葉～福島の
調査速報

太東岬

旭（飯岡）

勿来、江名、
豊間（いわき）

飯岡、大洗、勿来、
豊間：北側の岬

に隣接する南向
きの海岸



千葉県太東岬から九十九里浜



千葉県太東漁港

浸水高
T.P. +4.2m



千葉県九十九里浜の最大遡上点
延宝地震津波（1677）、元禄津波（1703）より低い
遡上高さ T.P.+4.2m



千葉県九十九里浜白子の遡上地点
チリ地震津波（1960）より高い
T.P.+4.9m



千葉県九十九里浜旭市の小河川の河口
海岸堤防が切れているので津波が集中



千葉県九十九里浜旭市食堂の屋根
T.P. +7.4m



茨城県鉾田市京知釜海岸：地震動による被害は鉾田～大洗付近が最も激しい模様

一部破壊しながらも、海岸堤防が浸水被害を軽減

堤防天端高
T.P.+5.0m

津波浸水高
T.P.+6.0m



福島県いわき市豊間
（塩屋崎のすぐ南）
浸水高T.P.+9.2m



福島県いわき市勿来
水没時計（15時38分頃）

「第３波は南から来襲」



4月4日時点

http://www.coastal.jp/ttjt/

北海道

岩手

宮城

福島

茨城

東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループによる
調査結果

33機関、80名以上の

研究者による調査



（三陸地方の）津波の高さ
明治三陸、昭和三陸津波と同程度かそれ以上

地盤が沈降した広域に短時間で来襲
100年～1000年に一度程度の頻度か？

九十九里～いわき市の調査では、

第３波、第５波が高い、南から来襲？
北側の岬に隣接する南向きの海岸で被害大

海岸堤防や土堤が浸水を小さくした所が多い
天端上2mを超えると堤防が破壊される事例多い
→越流しても破壊しない構造に

今回の津波の特性



ハード対策とソフト対策
（堤防・防波堤など） （予警報・避難・防災意識・まちづくり）
「計画対象規模」と 「想定の内外」

既往最大と確率波
東京湾の高潮防護計画は伊勢湾台風をもとに計画

高所移転・避難シェルターと持続性
100年以上継続できるスキーム

津波防災における今後の課題

他にもまだまだあるはずですが。。。


